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令
和
二
年
度
も
わ
ず
か
と
な
っ
た
。
小
学
校
に
お
い
て
は
新
学

習
指
導
要
領
全
面
実
施
の
年
度
で
あ
っ
た
が
、
実
施
は
い
か
が
で

あ
っ
た
ろ
う
か
。
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校
、
学
級
に
お
い
て
「
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
が
具
体
的
方
策
を
も
っ
て
図

ら
れ
、
そ
れ
は
確
か
に
児
童
の
身
に
付
い
た
で
あ
ろ
う
か
。
新
た

に
ス
タ
ー
ト
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
や
外
国
語
科
も
然
り
。

学
校
で
は
、
こ
の
時
期
、
既
に
本
年
度
の
実
施
を
振
り
返
り
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
検
証
等
を
基
に
、
次
年
度
に
向
け
た
教

育
課
程
の
改
善
が
図
ら
れ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。

中
学
校
に
お
い
て
は
、
令
和
三
年
度
か
ら
新
学
習
指
導
要
領
の

全
面
実
施
と
な
る
が
、
備
え
は
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
高
等
学

校
は
、
令
和
四
年
度
入
学
す
る
生
徒
か
ら
年
次
進
行
で
の
実
施
と

な
る
。
学
習
評
価
も
含
め
、
こ
れ
ま
で
の
授
業
の
在
り
方
の
改
善

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
既
に
実
施
に
備
え
る
べ
く
、
高
い
意
識
を

も
っ
て
研
修
を
積
ん
で
い
る
学
校
も
あ
り
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー

へ
の
高
等
学
校
か
ら
の
講
師
派
遣
の
依
頼
や
来
所
研
究
も
増
え
つ

つ
あ
る
。

一
月
二
六
日
の
中
教
審
総
会
に
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
答
申

（
中
教
審
第
二
二
八
号
）
で
は
、
急
激
に
変
化
す
る
時
代
の
中
で

育
む
べ
き
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る
た
め
、
新
学
習
指
導
要
領
の

着
実
な
実
施
が
重
要
で
あ
る
こ
と
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
が
学
校
教
育
を
支

え
る
基
盤
的
な
ツ
ー
ル
と
し
て
必
要
不
可
欠
な
も
の
で
あ
る
こ
と

が
改
め
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
上
で
、
二
○
二
○
年
代
を
通
じ

て
実
現
す
べ
き
学
校
教
育
を
「
令
和
の
日
本
型
学
校
教
育
」
と
し
、

そ
の
姿
が
「
全
て
の
子
供
た
ち
の
可
能
性
を
引
き
出
す
、
個
別
最

適
な
学
び
と
、
協
働
的
な
学
び
の
実
現
」
と
描
か
れ
た
。

ま
だ
遅
く
は
な
い
。
予
測
困
難
な
時
代
を
生
き
る
子
供
た
ち
が
、

自
ら
未
来
社
会
を
切
り
拓
い
て
よ
り
よ
く
生
き
て
い
く
た
め
に
も
、

教
師
一
人
一
人
が
そ
の
役
割
を
自
覚
し
、
自
身
の
資
質
・
能
力
を

高
め
る
努
力
を
続
け
、
新
学
習
指
導
要
領
の
着
実
な
実
施
等
に
向

け
て
学
び
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。
ぜ
ひ
、
先
生
方
の
そ
れ
ら
の

学
び
に
、
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
の
様
々
な
講
座
や
教
育
資
料
等
を

今
後
も
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

想
い



令和２年度 調査研究発表会
令和３年1月29日（金）に来所とオンラインで開催しました。
約４００人の参加をいただき，調査研究の結果を県内外に発表することができました。

【担当課】
企画課

☎ 099-294-2312

調査研究発表会
資料

二次元コード

未来の創り手に求められる資質・能力を育成する授業
に関する研究Ⅱー学びの価値を見いだす授業デザインー

「学校楽しぃーと」を活用した不登校の未然
防止に関する研究ー学校適応感を高めるための
重点的・組織的・継続的な取組を通してー

【参加者の感想（一部抜粋）】
○ 有用性や必要性に着目し，学びの価値を見いだせるような授業づくりを進めたい。
○ ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて，どのように取り組んでいけばよいか分かった。

自分の学校でも取り入れ，生徒と共に学んでいきたい。
○ 他校種の方と協議することで新たな気付きが生まれ，その重要性を実感した。など



令和３年度短期研修講座 受講者の募集が始まります

【担当課】 企画課 ☎ 099-294-2312

「かごしま学びの地図」開設!!

・ 明日からすぐに役立つ講座が満載
・ 募集期間（前期４／１～４／14，後期５／31～６／16）
・ ＧＩＧＡスクール構想に関する講座，日本語指導に関する講座など，多数開設

・ 当センターWebサイトに「かごしま学びの地図」を開設
・ 児童生徒向けの動画教材をはじめ，学習クイズなどのコンテンツを提供
・ 今後，児童生徒向けの学習コンテンツの充実を図るとともに，教職員向けのコンテンツを配信予定

「小学校 外国語活動」「移動講座 複式 甑島」 「郷土教育」

【担当課】
教科教育研修課
☎099-294-2313

所内で実施するセンター講座に加え，各地区の会場において実施する
移動講座も行っています。学校種やキャリアステージに応じて，最新の
研究成果を反映した研修を開設していますので，各学校の育成指標など
を参考にして，計画的にお申し込みください。

中学校国語科「手紙の書き方」 郷土教育「鹿児島の偉人 島津斉彬」

中学校外国語科「仮定法 If I had …」

中学校理科
「理科の見方・考え方」 小学校算数科「小数・分数の足し算」

二次元コード

コンテンツの探し方や見方に
ついての解説があります

Ｗebサイトのトップページからアクセス

講座の様子↓



1年間の学びの成果を発表

９人の長期研修者は，研究に没頭できる環境を生かして，各教科等に関する課題を踏まえた研究に
ついて，担当研究主事に相談しながら実践的な研究を進めてきました。

発表会当日には，約100人の参加者があり，学びの成果を共有しました。

【担当課】
教科教育研修課
☎099-294-2313

高等学校情報教育継続研修発表会・修了式（令和３年２月５日実施）

長期研修者研究発表会（令和３年２月18日実施）

当センターでは，短期研修講座だけでなく，年間を通して行う研修も提供しています。
年間で一つの研究テーマに向き合う「長期研修」と年間20回来所して研修する「高等学校情報教育継続

研修」の様子を一部紹介します。

令和２年度の継続研修者８人は，これまで共通研修で学んだ知識を基に，担当研究主事の指導を受
けながら，インターバル研修の特色を生かして，コンテンツ作成や作品製作に取り組みました。

当日は，約50人の参加者があり，継続研修者の１年間の学びの成果を共有しました。

鹿屋小学校・鹿屋中学校オープンスクール
２月10 日（水）に，研究提携校の鹿屋小学校と鹿屋中学校のオープンスクールが開催されました。
今年度は，新型コロナウイルス感染症対応のため，鹿屋小学校はオンラインによる開催，鹿屋中学

校は，参加者数を制限しての開催となりました。公開に参加した方々を通じて，学びの成果が広がる
ことを期待しています。

【担当課】
情報教育研修課 ☎099-294-2849

【担当課】 企画課 ☎ 099-294-2312

加治木工業高等学校
牧元教諭（工業）の発表

令和２年度の研修を修了した
８人の受講者

オンラインによる授業配信（鹿屋小学校） 生徒同士の学び合いによる授業（鹿屋中学校）

【研修者の感想】
ずっと研究したいと思っていたテーマ

だったので，発表には満足している。研
究の進め方に関する力も身に付けること
ができたので，今後に生かしたい。

【研修者の感想】
研究の内容が多くの方に伝わるよう，

プレゼンテーション資料を作り込んで発
表会に臨むことができた。この成果を４
月以降ぜひ広めていきたい。

県立皆与志養護学校
前岡教諭（特別支援教育）の発表

垂水市立垂水小学校
盛岡教諭（社会科）の発表

９人で取り組んだ研修成果物の展示

【研修者の感想】
課題を改善するために，製作を含めて研修に

取り組んできた。また，発表準備に多くの時間
を費やしたが，研究主事の皆さんの指導により，
納得のいく研修ができ，大きな成長につながっ
た。研修を通し、情報活用能力が身に付いたの
でしっかり生徒に還元していきたい。


